
ロ ッ キ ー 通 信 No.3
学校教育目標：「豊かに育つ生徒」

～「挑戦」と「創造」～
校 訓：「求学・親和・創造」 R8.4.１6（木）発行 文責 校長 六山 和弘

令和８年度 大村市立西大村中学校 第８０回入学式が無事終了

今年で８０周年を迎える本校に、１７０名の入学生がやってきました。
期待と不安が入り混じる凛とした空気の中、私の「１７０名の入学を許可します。一緒に頑張りましょう。」

のあとに一斉に「はいっ」という元気な返事をしてくれた１年生の姿に期待が膨らみました。
また、生徒代表の歓迎の言葉では、一度も原稿を見ることなく新入生を見渡し語りかけるように話す姿に、

生徒の豊かな育ちを感じた、素晴らしい式となりました。
改めて、新入生１７０名、新２年生１８６名、新３年生１６３名の姿に感謝します。
素敵な入学式をつくってくれてありがとうございました。

【式当日の様子】

新入生誓いの言葉

暖かな春の訪れとともに、私たち新入生は、本日この西大村中学校に入学できたことを、心からうれし
く思います。今日、この日を迎えられたのは、ずっと支えてくれた家族、先生方、地域の皆様のおかげで
す。本当にありがとうござます。
中学校生活には、新しい出会い、勉強、部活動、学校行事など、たくさんのことが待っています。不安

もありますが、それ以上に「どんな３年間になるんだろう」という気持ちで胸がいっぱいです。
私はサッカーを通して、仲間と支え合うことの大切さを学びました。サッカーは一人では勝てません。

仲間を信じてパスをつなぎ、声をかけ合うことで、チームとして力を発揮できます。
中学校生活でも、うれしいときは一緒に喜び、苦しいときは支え合うことで、強い絆が生まれると信じ

ています。一人では難しいことも、仲間と乗り越えていくことで、ともに成長していきたいと思います。
勉強や部活動では、失敗を恐れずに挑戦し続けます。うまくいかないことも、
きっとあると思います。それでも、最後まであきらめず努力し続ける強い気持
ちを、この３年間でしっかり身に付けます。
先輩方が築いてこられたこの学校の伝統を大切にしながら、感謝と礼儀を忘

れず、毎日を全力で過ごしていきます。３年後、「この仲間と過ごせてよかった」
と胸を張って言えるよう、一日一日を大切に歩んでいくことを、ここに誓いま
す。

令和８年４月８日 新入生代表 今利 喜之祐

「プライオン 思いを力に！」



新入生歓迎の言葉

桜の花がきれいに咲き、やわらかな春の日差しに包まれるこの季節。今日、西大村中学校に入学した
１７０名の皆さん、ご入学おめでとうございます。在校生一同、皆さんに会える日をずっと楽しみにして
いました。
まだ少し大きめの制服を着て校門をくぐってきた皆さん、今はどんな気持ちでしょうか。「早く友だち

をつくりたい」というワクワクした気持ちと、「うまくやっていけるかな」という不安な気持ち、両方あ
るのではないかと思います。でも、安心してください。その気持ちは、私たちも全員経験してきました。
周りを見てください。同じ緊張を抱えた同級生、何でも相談に乗れる先輩、いつでも味方でいてくれる

先生方が、皆さんのそばにいます。一人で悩まないで、困ったときはいつでも声をかけてきてくださいね。
ここで、西大村中学校の生活について３つ紹介します。
１つ目は「勉強」についてです。中学校では授業時間が少し長くなり、教科ごとに先生が変わります。

最初は戸惑うこともあるかもしれませんが、わからないことがあれば先生にも私たち先輩にも気軽に聞い
てください。わからないことは恥ずかしいことではありません。努力した分だけ、確実に自分の力になり
ます。昨日の自分より少しでも成長できるよう、一緒に頑張りましょう。
２つ目は「学校行事」についてです。体育大会や合唱コンクールなど、中学校ならではの行事がたくさ

んあります。最初は「うまくできるかな」と思うこともあるかもしれませんが、クラスや学年みんなで力
を合わせるうちに、自然と絆が生まれます。行事が終わった後、「やってよかった」と感じる瞬間が、き
っと皆さんにも訪れます。
３つ目は「生徒会活動」についてです。今年のスローガン「皆彩～Every Color Shines～」。「一人一

人が自分らしく輝ける学校にしたい」という思いを込めました。生徒会は、特別な人だけのものではなく、
全校生徒みんなでつくるものです。ぜひ積極的に活動するようにしましょう。
西大村中学校は、多くの先輩方が長い年月をかけて築いてきた、伝統ある学校です。皆さんもその一員

になりました。どうか自信をもって、この３年間を歩んでください。
中学校の３年間は、振り返るとあっという間です。だからこそ、毎日を大切

に過ごしてほしいと思います。何か夢中になれるもの、打ち込めるものをぜひ
見つけてください。うまくいかない日も、きっとあります。そんな日も、ここ
には皆さんの味方がいます。
私たちも、皆さんと一緒に学校生活を送れることを心から楽しみにしていま

す。一緒に、西大村中学校をもっと素敵な学校にしていきましょう。

令和８年４月８日 在校生代表 井本 萌愛

生徒の姿や言葉に感銘を受けた校長からのお願いです

始業式や入学式、この通信でもお伝えしたとおり、生徒たちの素敵な姿がありました。そして、生徒代表と
しての素敵な言葉がありました。
この令和８年度も、素敵なスタートを切ることができたことを、心から嬉しく思います。
ここからさらに高みを目指していくために、このスタートの節目だからこそ、生徒の皆さんとPTAの会員で

もある保護者の皆様方にお願いをしたいと思います。
まずは、下記をご覧ください。
実は、昨年度の１学期始業式で生徒に話した内容なのですが、次の物語をご覧ください。

ある森が火事で燃えていました。
森の動物たちは、われさきにと逃げまどっています。
そんな中、一羽のハチドリだけが行ったり来たり・・・
口ばしで水のしずくを一滴ずつ運んでは、炎の上に落としていきます
その姿を見た動物たちは、
「そんなことをしていったい何になるんだ」と笑います。
その言葉に、ハチドリは、こう答えました。
「私は、私にできることをしているだけだよ」と。

この物語は、ここで終わりです。
この物語が伝えようとしているのは、
「どんなに小さな力でも、諦めずに自分にできることをする大切さ」です。
しかし、私が考えてほしいのは、この物語の続きと結末が、いったいどのようになるのかということです。
ちなみに、皆さんだったら、このハチドリの行動に対して、どのように反応しますか？
自分の命最優先で、無視して逃げますか？
それとも、ハチドリの懸命な姿に心打たれて、自分も自分にできることを考えて行動しますか？
できれば、私は後者を選んでほしいと思うのです。
世の中には、集団の中で誰かのために一生懸命に頑張ってくださる人たちがいます。
PTAの役員の皆様もそうです。
そのような中に、「頑張る人任せ」にしてほしくないと私は思っています。
負担をみんなで分けあうような世の中になればいいなと願っています。
生徒会スローガンが掲げた「皆彩（みんさい）」を実現するために、大人も子どもも同じように、支え合い、
認め合い、助け合いができる学校にしていきたいと、切に願っています。
今年も保護者の皆様には、子どもと学びを共有していただけるように「親子教室」を開催していきます。
どうぞよろしくお願いいたします。

学校長 六山より


